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2019年６⽉ ワークショップ
■主な意⾒（概要）

（１）本⼈・家族について
・認知症の⽅が⾃分で決めていくことは⼤切だ。
・認知症というのが悪いことで隠そうとすることがひとつ
の問題ではないか。カミングアウトできない環境があると思う。

（２）地域の理解、⾒守り
・認知症に対する理解がまだまだ⾜りない。
もっと認知症のイメージを変えられないかと思う。



2019年11⽉ ワークショップ
■主な意⾒（概要）
（１）認知症の普及啓発・理解
・私が本⼈として出来ることは、今の⾃分を知ってもらうことで、
なるべく皆さんがあつまる場所で話すようにしている。
・やは本⼈の話を聞くのが⼀番。
（２）認知症への備え
・認知症になる前の備えが⼤事。
皆がいずれは認知症になる可能性があると
いうことを知ってもらうことが⼀番いいことだと思う。
（３）地域共⽣
・⽀援と考えると⼈ごとになってしまうので
サポーターから、⾃分ごととして捉えるパートナーという
意識変⾰をしたい。

条例化にあたっての視点

従来の認知症観
の転換

希望のある条例へ

認知症の本⼈・家
族だけでなく

区⺠全体で理解し、
パートナーとなる条例



条例化にあたっての視点

認知症本⼈の
条例制定プロセス

への参加
認知症の本⼈
の⼈権の視点

条例検討委員会のメンバーの認知症の人

元流通大手の経営者。
松沢病院で認知症と診断。
検討委員会での最初は言葉すくなでしたが、
次第に言葉数が増え、
この日は同じ検討会メンバー遠矢純一郎doctorに、
自身が選んだ独り暮らしできた日々のことを楽しげに。

条例検討委員会メンバーの
元美術の先生がつくった
希望の木

葉っぱに来場者が希望を書いて貼り付けるとい
う思いつきも。。、
オレンジのエプロンはボランティアのしるし



「世⽥⾕区認知症とともに⽣きる希望条例」
第１条（⽬的）

この条例は、認知症とともに⽣きる⼈（以下「本⼈」という。）の
権利が尊重され、本⼈を含む全ての区⺠が認知症とともに⽣きる希望
を持って暮らすことができるように・・・・・

全ての区⺠が認知症とともに⽣きる意識を⾼め、その備えをし、
もって⼀⼈ひとりがともに安⼼して⾃分らしく暮らすことができる
地域共⽣社会の実現に寄与することを⽬的とする。

「世⽥⾕区認知症とともに⽣きる希望条例」
第２条（定義）

（６）私の希望ファイル
区⺠が、認知症になってからも⾃分らしく暮らし続けるための
備えとして、認知症になる前及びなった後においての⽣活に係る
⾃らの思い、希望⼜は意思を繰り返し書き記す過程及びその⽂書
⼜は記録をいう。



「世⽥⾕区認知症とともに⽣きる希望条例」
第３条（基本理念）

（１）本⼈⼀⼈ひとりが⾃分らしく⽣きる希望を持ち、どの場所で
暮らしていてもその意思と権利が尊重され、本⼈が⾃らの⼒
を発揮しながら、安⼼して暮らし続けることができる地域を作る。

「世⽥⾕区認知症とともに⽣きる希望条例」
第４条（区の責務）

２ 区は、認知症施策の実施に当たり、常に本⼈の視点に⽴ち、
本⼈及びその家族の意⾒を聴かなければならない。




